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ご存じですか！ 百舌鳥古墳群ビジターセンター

令和7年10月 第153号(1)

令和元(2019)年に開催された第43回世界遺産委員会で「百舌鳥・古市古墳群の世界遺産

登録」が決定しました。令和3年3月にオープンした「百舌鳥古墳群ビジターセンター」に

は、超高精細な8Ｋ空撮映像により古墳群の雄大さを体感できるシアターや展示コーナー

などがあり、世界遺産の価値や魅力を紹介しています。
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編集部：当センターに着任される前のお仕事は
宮 尾：今年3月に定年を迎えるまでの39年間は、

堺市役所で人事や行政改革などの「総務部門」

と都市政策や景観などの「まちづくり部門」を
行ったり来たりしていました。

事務系と技術系の両方の部門を経験し、より

多くの人と知り合うことができました。忙しい

職場が多く、しんどいと思う時はたくさんあり
ましたが、辛いと思ったことはなく、良い仕事

人生を送ってこれたと思っています。

編集部：当センターのイメージについて
宮 尾：父親が地元(東大阪市)のシルバー人材セ

ンターの会員でしたので、センターのことは知っ

ていましたが、実際に当センターに来てみると
イメージが大きく違いました。

高齢者の方ばかりで静かだろうと思っていま

したが、事務所がにぎやかで電話がひっきりな

しに鳴り、会員さんの出入りも多く活気があっ
て良いですね。

令和7年度の定時総会で新理事長に就任した宮尾半弥さん

に８月６日(水)編集部会がインタビューしました。

令和7年10月(2)
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宮 尾：そして、何より会員の皆さんが元気なこ
とです。まだ数少ない限られた機会ですが、会

員さんとお話をしていると、当センターの仕事

以外にも日々お忙しくされていることに驚きま
した。

皆さんとてもお元気で明るいですね！

会員の皆さんを見習って私も元気な後期高齢

者をめざしたいと思っています。
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編集部：『シルバーさかい』について感想やアドバイスをお願

いします

宮 尾：会報誌をすべて手作りされているのが素晴らしいと思
います。多くの会員さんが寄稿されているのも良いですね。

個人的には「私の作品」コーナーを“こんな写真が撮れた

らいいなぁ”と思いながら見ています。

それから、春季(151)号の「編集後記」に書かれていた
「歳だから、面倒くさいからなどと思わないで出かけましょ

う！人生100年時代です。大いに楽しみましょう！」という

言葉は身につまされました。
例えば、センター職員の紹介なども入れてもらえたら、会

員さんとの橋渡しができていいかと思います。

編集部：趣味や健康管理について
宮 尾：昭和39年生まれで、中学生のころにスーパーカー

ブーム、高校から大学にかけてバイクブームを経験した

ので、昔から車やオートバイが大好きです。
子どもが生まれて、しばらくは、オートバイに乗って

いなかったのですが、子どもも成長し10年程前に再開し

ました。今はオフロードバイク(山道を走るようなバイク)

に乗っていて、渓流沿いの小道を季節を感じながらトコ
トコ走っていると癒されます。

意外と思われるかもしれませんが、最近オートバイに

乗っているのは若者ではなく私と同世代の人が多いです。

あと猫が大好きで、スマホの猫動画を見てひとり癒さ
れています。

健康管理については自慢できることがなく、現役のこ

ろは不規則な生活や食事で今より太っていました。その
割にはいまだに入院したことも手術を受けたこともあり

ません。妻からは「ストレスを感じない人」と言われて

います。そんなことはないと思うのですが(笑)

簡単なプロフィール

宮尾 半弥(みやお はんや)

よく聞かれる名前の由来は、弥生(3月)の半ば(14日)に生まれたから。

大阪生まれで大阪育ちの61歳。現在は河内長野市に住む。

家族は妻と子ども2人(すでに独立)。

編集部：着任後の抱負や希望は
宮 尾：6年にわたり理事長を務められた河村理事長の後を引き継い

で理事長という重責を担うことにプレッシャーを感じています。

「自主・自立、共働・共助」の基本理念のもとに当センターが

発展を続けられるよう、頑張りたいと思います。社会状況も変化
していますので、スマホやパソコンなどを取り入れて職域の拡大

と業務の改革をしていきたいと思います。また、自宅でできる内

職的な仕事 (ニッターさん)なども増やしていきたいと思います。
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～ 会員クラウドサービスのご案内 ～

配分金支払明細書がスマートフォンやパソコンから確認できるようになっています。以前
から『シルバーさかい』でご案内していますが、スマートフォンやパソコンから会員クラウ

ドサービスにログインしていただくことで、配分金明細が確認でき、また、随時センターか

らのお知らせの配信も予定していますので、スマートフォンやパソコンをお持ちの方は月に
１回はログインしてくださいね。

Ａ ＱＲコードを読み込む

1.スマートフォンのカメラで左のＱＲコードを読み

込むと、簡単に右のログイン画面が開きます
2.ログイン画面で会員番号とパスワードを入力

初期パスワードは誕生日です 例：8月1日 →0801

なお、初期パスワードはセキュリティ上の危険性

があるので、任意の強いパスワードに変更する
ことをお勧めします。やり方は下で説明します

Ｂ ＱＲコードがうまくいかない場合

左のように、『堺市シルバー人材センター』で検索
してください。検索結果の公益社団法人堺市シルバー

人材センターをクリックし、ホームページのメニュー

から「会員のページ」をクリックすると、右のような

画面に移動します。この画面の下の方、会員クラウド
サービスへのログインのため「こちらをクリック」をク

リックすると、上図のログイン画面が開きます。

少々手間ですが、『堺市シルバー人材センター』の
ホームページの入り方も、これでＯＫです。

また、『会員クラウドサービス』と同様に、左のＱＲ

コードでも、簡単にアクセスすることができます。

会員クラウドサービスのログイン方法

Ａ 配分金支払状況

本サービスで表示・印刷できる配分金明細書は、請負業務で

支払いを受けた明細です。ただし、派遣業務で支払いを受けた
明細書は表示されません。大阪府シルバー人材センター協議会

からのお知らせで確認してください。

Ｂ パスワード変更
右の画面で初期パスワードを任意の強

いパスワードに変更しておきましょう。

また、パスワードを忘れた場合は、セン
ターまで連絡してください。

会員クラウドサービスでできること

Ｃ その他の機能
「ホーム」をクリックしてご覧くださ

い。
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令和5年10月13日の美容講座

会員同士の交流と新しい仲間を増やすこと

を目的として、以下のとおり美容講座を開催

します。各回とも定員は20人です。

応募多数の場合は抽選とさせていただきま

す。お友達を誘っての参加もＯＫです。一緒

に申し込んでくださいね。

※申込方法

◯令和7年11月14日(金)までに、

電 話 072-260-0468 もしくは

ＦＡＸ 072-274-8801 にて

堺市シルバー人材センター本部

担当 川島(かわしま)までお申し込みく

ださい

◯申し込みの際、希望の場所(１～４)と会

員番号、お名前をお伝えください

なお、参加の可否は11月21日(金)までに

お電話にて連絡いたします

場 所 日 時

1.本部 会議室 令和7年12月17日(水) 14時00分開始

2.堺・北分室 会議室 令和7年12月 5日(金) 10時30分開始

3.中・南分室 会議室 令和7年12月12日(金) 10時30分開始

4.美原総合福祉会館

(東・美原分室)
令和7年12月15日(月) 14時00分開始

資生堂 化粧療法 いきいきセミナー
大人ビューティアップコース

※各回ともセミナーの時間は約60分です

当センターホームページも御覧ください
お仕事情報などさまざまな情報が掲載されています

※パソコンで
の画面です

編集部会よりお詫び
小誌の146(冬季)号に掲載した俳句(西田さん・中屋敷さん)、152(夏季)号に掲載した短歌(下村さん)

は、以前にも掲載していました。今後、このようなことがないよう細心の注意を払って紙面づくりに

取り組みます。誠に申し訳ありませんでした。 （編集部会一同）
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住所 堺区百舌鳥夕雲町2-160(仁徳天皇陵拝所東)
☎ 072-245-6682
開館 9～18時
入館 無料
休館 年末年始(12月29日～1月3日)
アクセス

ＪＲ阪和線「百舌鳥駅」から西へ350m
最寄りの駐車場

大仙公園第3駐車場(有料)

今年、新しい展示を加えてリニューアルオープンした「百舌鳥古墳群ビジター

センター」の基本情報は下記のとおりです。
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同好会名 代表者 (電話) 会費など

ＳＳパソコン同好会 (パソコン) 小川 (090-2102-1981) 3,000円/半年 毎月2回(第2,第3木曜日)開催

史跡･野山を歩く会 引沼 (090-6675-0253) 入会金/1,000円 年会費/1,500円

ぷかぷか倶楽部 (ハーモニカ) 重永 (080-4194-9912) 3カ月ごとに1,000円

フラダンサーズ (フラダンス) 岩本 (072-362-1788) 月会費/2,000円

折り紙教室 小野 (072-251-1209) 自由参加 無料 折り紙は自前

川柳の会『梟』 森井

会場 新金岡市民センター(堺市北区) 2階

日時 毎月第1木曜日13：30～

※興味のある方は、直接会場までお越しく

ださい

カラオケ悠々クラブ 福田 (090-3489-9417)
入会金無料、開催月1回程度
料金は当日の参加者で均等割

会員自主サークル活動 (令和7年9月現在)

交流活動名 代表者 (電話) 参加費など

町おこし探検隊 各ブロック長、親睦会役員 参加費(保険代)、交通費などは自己負担

会 員 交 流 活 動 (令和7年9月現在)

5月11日(日)堺市立初芝体育館・初

芝野球場で開催された「第20回東区

民まつり」に参加して、就業拡大を

はじめ、会員拡大などシルバー人材

センター事業の普及啓発活動を行い

ました。

当日は心配した空模様も最高のま

つり日和となり、参加した約30人の

会員は、焼草餅・おはぎ・さくら餅

などの販売、また、女性会員による

手作り小物や、会員・友人のご厚意

で集まった家庭用物品の販売を行い、

景品の当たるクジ引きなど親子連れ

を中心に大いに盛り上がりました。

また、参加した会員による会場内

でのパンフレットやティッシュの配

布を行い、来場者とのふれあい・会

話を通じて就業拡大、会員拡大など

につながるよう精いっぱい普及啓発

活動に取り組みました。

(東ブロック 長谷川武士)

東区民まつりに参加して
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「ぷかぷか倶楽部」は18年の歴
史を持つハーモニカのクラブです。

今回は15人のメンバーがハレの舞

台に挑みました。

当日、ハーモニカを手にステー
ジに並ぶと、倶楽部について、日

本語、英語、中国語での紹介があ

りましたが、気持ちは上の空でし
た。目の前は、人、人、人。その

後ろには大屋根リング、その上に

は青空が光っています。こんなビッ

クな場所で演奏するとは！
キーボードの合図で1曲目の演

奏です。世界に知られる『上を向

いて歩こう』。会場の皆さんも心
を合わせて聴いてくださったよう

に思えました。

9月14日(日)の午後、「大阪･関西万博」会場の「大阪ヘルスケアパビリオン」

前の「リボーンステージ」で、大阪府下の各シルバー人材センターの発表が行

われました。当センターからは「ぷかぷか倶楽部」と「フラダンサーズ」が参

加しました。

続いて『野に咲く花のように』、『昴(すばる)』も皆さ
んになじみのある曲です。きっと会場の方々にも響いたは

ずです。

最後の『ふるさと』では、私たちの後に出場されるフラ
ダンサーズの皆さんも加わってハーモニカにあわせて歌っ

てくださり、さらに、彼女らの中の1人の方は手話での歌

詞案内もしてくださいました。会場の方々も合唱してくだ

さいました。
実は、やっている私たちは、頭がいっぱいで、会場の声

はほとんど聞こえないので、良いように想像しながら演奏

していたのでした。

約10分間の演奏を終えた後の私たちの心は、青空のよう
に輝いていました。「とにかく何とか終わった！」そして

こんな素晴らしい会場で演奏することができた喜びと、シ

ルバー人材センターの方々やスタッフの皆さんのたくさん
の力を感じていました。

さて、聴いてくださった方々はどう思われましたで

しょうか。私たち平均年齢81歳のメンバーの楽し気な

演奏、きっと皆さんの心に響いたはずと、私たちはそ

う思っています。
そして笑顔で聴いてくださった観客の皆さんと、こ

のチャンスをくださり、お世話をしてくださった当セ

ンターと多くの関係者の方々に感謝いたします。

北ブロック 南 英子
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2025大阪・関西万博に、フラダ
ンスサークル「フラダンサーズ」

で出演させていただきました。昨

年お話がありました時は、全員嬉

しくて即答。一生懸命ニコニコ笑
顔で頑張りました。何カ月か過ぎ

ていくうちに先生が教えてくれる

ようになかなかできなくて、年の
せいにして、気持ちがダウンして

しまった時期もありましたが、な

んとか成功させたいという強い気

持ちで、一致団結して頑張りまし
た。

9月14日の本番の日、中百舌鳥駅

で集合。現地まで時間どおりに着

くのかハラハラしましたが、無事
に到着すると、皆さまが温かく出

迎えてくれて緊張がほぐれました。

そしていよいよ出番が来ました。観客

席はたくさんの顔なじみの人たち。とて

も心強く自然と笑顔になれました。

フラダンスに出合い、お仲間の皆さん
と心をひとつにし、万博という夢の舞台

に立てたことは、シルバー人材センター

に在籍していたからです。この貴重な経
験をさせていただいたことに感謝し、こ

れからも様々なことにチャレンジしてい

きたいと思いました。

暑い中、遠方まで足を運んでくださった皆さまに、

心より御礼を申し上げます。

フラダンサーズ 岩本 幸子

ぷかぷか倶楽部の裏話
万博出場の話は、1年ほど前から始まりました。はじめは、ちょっとあり得ないような話でもあり、何となく聞き過

ごしていましたが、だんだん本当の事となってきました。曲名を決めるのには難航しました。誰にもなじみがある、外
国の人にも喜ばれる、リズミカルで楽しい、etc.・・・。そしてちゃんと吹けること。
大阪市内での2回の全体リハーサルには数人のメンバーが行きました。練習場を舞台に見立てての実地練習も何回も

やりました。本番1週間前には、フラダンサーズの方が参加しての練習も行いました。
使用するキーボードや譜面立てを、堺から万博会場まで往復の運搬を当センターの本部事務所が手伝ってくださった

のは助かりました。いつの間にかどんどん盛り上がり、当日を迎えた、それは私たち自身の力、プラス周囲の人の力の
渦だと皆で実感しています。
なお、ぷかぷか倶楽部のメンバーはあと5人います。今回は都合で出場できませんでしたが、練習には協力的に参加

して、今回の演奏を盛り上げてくれました。
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南
ブ
ロ
ッ
ク

田
中

清
子

私
は
毎
朝
5
時
45
分
に
起
床
し
、

仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
、
6
時
20

分
に
家
を
出
て
近
く
の
公
園
に
向

か
い
ま
す
。

公
園
に
は
い
つ
も
20
～
30
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
6
時
30
分
か

ら
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
に
参
加
し

ま
す
。
目
的
は
体
力
向
上
・
健
康

保
持
・
認
知
症
予
防
で
す
。

体
操
が
終
わ
っ
て
か
ら
足
腰
を

鍛
え
る
た
め
公
園
内
の
遊
具
を
使
っ

て
屈
伸
運
動
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、

3
～
4
人
の
仲
間
と
公
園
内
を
2

周
回
っ
て
帰
宅
。

体
操
は
去
年
の
12
月
24
日
ま
で
、

今
年
は
3
月
か
ら
再
開
し
頑
張
っ

て
ま
す
。

自
宅
の
庭
で
は
家
庭
菜
園
と
花

壇
の
手
入
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

暑
い
毎
日
、
日
焼
け
止
め
を
塗

り
、
帽
子
を
か
ぶ
り
、
体
力
づ
く

り
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

毎
朝
の
体
操
と
花
木
の
手
入
れ

北
ブ
ロ
ッ
ク

金
谷

勝

昨
年
の
『
シ
ル
バ
ー
さ
か
い
』

秋
季
号
の
「
私
の
健
康
法
」
で
ご

紹
介
し
た
水
泳
競
技
会
に
今
年
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

今
年
の
6
月
14
日(

土)

に
門
真

市
の
「
東
和
薬
品
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ

ド
ー
ム
」
で
開
催
さ
れ
た
「
コ
・

ス
・
パ

ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
0
2
5
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
の
失
敗
を
取
り
戻
す
た
め
、

気
合
は
十
分
に
入
っ
て
い
ま
し
た

が
、
飛
び
込
み
に
対
す
る
不
安
が

大
き
く
、
当
日
は
飛
び
込
み
の
練

習
を
3
度
行
っ
て
本
番
に
備
え
ま

し
た
。

そ
し
て
「
50
ｍ
自
由
形
」
に
出

場
。
ス
タ
ー
ト
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
笛
を
合
図
に
飛
び
込
む
と
懸

命
に
泳
い
で
〝
1
分
13
秒
52
〟
の

大
会
新
記
録
を
達
成
し
、
昨
年
の
雪

辱
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
第
一
位
に

は
訳
が
あ
り
、
80
歳
ク
ラ
ス
で
の

参
加
が
2
人
だ
け
で
相
手
が
棄
権

し
た
の
で
私
が
繰
り
上
が
っ
た
次

第
で
す
。
そ
し
て
、
来
年
は
3
2

0
歳
を
超
え
た
チ
ー
ム
を
組
ん
で

リ
レ
ー(
25
ｍ
×
4
人)

に
挑
戦
し

よ
う
と
考
え
、
メ
ン
バ
ー
探
し
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
意
欲
的
に
水
泳
を

し
て
い
ま
す
が
、
体
力
を
保
持
す

る
た
め
先
日
は
足
腰
に
疲
れ
を
感

じ
な
が
ら
も
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

の
大
屋
根
リ
ン
グ
を
一
周
し
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
あ
る
く
・

し
ゃ

べ
る
・
た
べ
る
」
の
「
あ
・
し
・
た
」

に
従
い
、
健
康
長
寿
、
ピ
ン
コ
ロ

リ
、
仕
事
に
趣
味
、
娯
楽
、
運
動
、

緊
張
と
緩
和
な
ど
を
意
識
し
な
が

ら
、
現
役
引
退
85
歳
を
め
ざ
し
て

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

雪
辱
に
燃
え
て

・
い
ざ
合
図

水
し
ぶ
き
立
ち

競
い
合
い

・
ひ
と
か
き
が

足
ら
ず
無
念
の

ゴ
ー
ル
な
り



※
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
締
切
は
12
月
3
日(

水)

で
す

寒
き
朝

鏡
を
の
ぞ
い
た

わ
が
顔
の

母
に
似
て
き
し

歳
月
を
経
る

コ
ス
モ
ス
に

風
が
そ
よ
い
で

癒
や
さ
れ
て

西
ブ
ロ
ッ
ク
小
西

加
津
美

南
ブ
ロ
ッ
ク
北
本

順
子

(11)令和7年10月

会員紹介カード

切り取り線

当センターでは、会員紹介に関する報奨制度を
設けています。
お知り合いの方やご近所の方に、ぜひ当センター

への入会をお勧めください。左記の「会員紹介カー
ド」にあなたの会員番号と氏名を記入し、入会し
たい方にお渡しください。
受け取った方が、入会研修会に持参の上、入会

された場合、ご紹介いただいたあなたに事務局よ
り粗品をお贈りしています。

会員になりたい方を紹介してください！

会員No. 氏 名

入会される方の氏名

堺
ブ
ロ
ッ
ク

松
本

喜
代
子

「
串
本
町
橋
杭
岩
の
朝
焼
け
」

つ
い
に
、
78
歳
に
し
て
夢
だ
っ
た
車
中
泊
を
実
行
し
ま
し
た
。

初
夏
の
5
月
、
軽
の
簡
易
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
紀
伊
半
島
串
本

町
へ
堺
か
ら
2
0
0
キ
ロ
の
ド
ラ
イ
ブ
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み

た
ら
、
メ
ッ
チ
ャ
楽
し
い
や
ん
！

目
的
は
、
写
真
と
釣
り
、
そ

し
て
ち
ょ
び
っ
と
晩
酌
。
「
え
え
わ
あ
～
」
と
つ
ぶ
や
き
つ
つ
19

時
に
は
熟
睡
。
こ
う
い
う
贅
沢
が
車
中
泊
の
醍
醐
味
と
思
う
ん
で

す
わ
。

西ブロック 妹尾 憲和



次の第1～5問の答えを解答例からお答えください。問題はすべて今号(第153号)から出題しています。
答えは第1問＝Ｄ のように解答例のアルファベットでお答えください。

第3問 「大阪・関西万博」で「ぷかぷか俱楽部」が演奏した曲数は？

解答例 Ａ 3曲 ランニング 用 Ｂ 4曲 水泳 Ｃ 5曲 ウォーキング

第2問 新理事長の宮尾半弥さんが好きな動物は？

解答例 Ａ 犬イル予防 用 Ｂ 猫殊詐欺の手口や注意点 Ｃ ウサギ

第1問「百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録」を決定したのは？

解答例 Ａ 第41回世界遺産委員会 Ｂ 第42回世界遺産委員会 Ｃ 第43回世界遺産委員会

締め切りは12月3日(水)必着

はがきに解答、会員番号、氏名、郵便番号、住所を明記の上、『シルバーさかい』編集

部会(本部内)まで。正解者多数の場合、抽選で20人に記念品をお贈りします。

応募総数70、正解者70、抽選の結果、当選

者20人に記念品をお贈りしました。

第1問 ＝ Ｃ 第2問 ＝ Ｂ

第3問 ＝ Ｃ 第4問 ＝ Ａ

第5問 ＝ Ａ

前 号 の 正 解

書、写真、絵画、短歌、俳句、 川柳、私の

健康法、就業先での出来事、体験談、感想文

など(400字程度)を『シルバーさかい』編集部

会（本部内）までお寄せください。

採用された投稿者には記念品をお贈りしま

す。なお原稿の返却は致しませんのでご了承

願います。

第4問 「東区民まつり」で当センターの会員が販売したのは？

解答例 Ａ さくら餅 天川村施設安全 Ｂ お好み焼き千早赤阪村スＣ わた菓子

第5問 「雪辱に燃えて」の金谷勝さんが出場した競技は？

解答例 Ａ 50ｍバタフライ ダンサーズ0 Ｂ 50ｍ自由形 ラダンサーズ Ｃカ50ｍ背泳

令和7年10月(12)

今号のインタビュー記事に登場した宮
尾新理事長は、温厚で穏やかな感じの方
ですが、意外にもバイクで野山を駆け巡
るのが趣味という野性的な行動派です。
“人は見かけによらない”と思うと同時
に、新リーダーとしての手腕に期待が高
まります。

さて、「いのち」をテーマに掲げた
「大阪・関西万博」が幕を下ろしました。
会期中は、会場でさまざまな催しが行わ
れましたが、会員自主サークルの「ぷか
ぷか倶楽部」と「フラダンサーズ」が、
日頃の練習の成果を披露したことは、元
気なシルバー世代のアピールにつながっ
たと思います。

もう一つ元気情報があります。昨年の
秋季(149)号に「私の健康法」を紹介し
た金谷さんから“今年もメダル獲得”の
記事が寄せられました。パーキンソン病
を患いながら頑張る自分の姿が“シルバー
仲間の勇気と力になれば！”と寄稿され
たものですが、彼のひたむきな挑戦に頭
が下がります。

シルバー世代は体力や気力の低下が否
めません。自分に見合った健康法で“元
気”に過ごしたいものです。そして、
「少子高齢化」といわれる今日の社会に
シルバーパワーが活用されて、より豊か
で暮らしやすい世の中が訪れることを心
待ちにしています。

(髙岡)


